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■事故ﾄﾗﾌﾞﾙ事例⽬次

事 例 概 要
⾜場解体作業中に
おける物損事故

外部⾜場解体作業において、布板をロープで荷下ろししていたところ、ロープを
握っていた⼿が滑り、隣地建物の⼿摺りに接触し損傷した

通信⽤⼆重床取設時
にケーブル切断事故

通信⽤⼆重床を新設作業中に梁フレーム材を落下させ、通信⽤ＬＡＮケーブ
ルを切断した

壁撤去時の振動による
エレベータ停⽌トラブル

エレベータシャフト近傍のコンクリートブロック壁撤去時の振動により、地震感知器
（Ｐ波センサー）が作動し、エレベータを停⽌させた

荷下ろし作業中の
ユニック⾞横転事故

ユニック⾞を使⽤し、ドライエリア内へ資材を荷下ろししていたところ、バランスを
崩し横転した

床スラブ内埋設配管
の損傷事故 床開⼝新設のため、床コンクリートスラブを斫り作業中に埋設配管を損傷した

その他 ・脚⽴作業禁⽌ 11項⽬
・台⾵接近に対する注意喚起
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■事故事例１＜事故概要＞︓⾜場解体作業中における物損事故

項 ⽬ 内 容

発 ⽣ 状 況
外部⾜場解体作業において、霧⾬の中、布板をロープで荷下ろししていたところ、ロープを
握っていた⼿が滑り、荷受け位置で静⽌できず、隣地建物の⼿摺りに接触し損傷した

発 ⽣ ⽇ 時 2019年11⽉27⽇（ ⽔ ）

⼯ 事 概 要 事務室模様替⼯事

当 社 の 関 わ り 設計・⼯事監理

被 災 者 状 況 隣地マンションの⼿摺り破損
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1. 事故発⽣状況 3

荷下ろし状況（⾜場上部)
霧雨の影響で
手元が濡れて
ロープが滑った

荷下ろし状況（⾜場下部荷受け場所)

手摺り養生
（プラベニア）

荷受け位置で
静止出来ず
手摺り損傷

接触

⼿摺り損傷状況



２．発⽣原因と問題点

事象発⽣原因

 天候不順の中、隣地の⼿すりが近接してるところであるにもかかわらず、ロープ
荷下ろしによるリスクの洗い出しが不⼗分のまま、作業を⾏った

主な問題点

・霧⾬の影響で、作業者の⼿元が滑るおそれがあった

・上部作業者からは、⼿摺りの位置が分かりにくかった

・荷受け位置の⼿すりに対する養⽣が簡易のものであり不⼗分であった
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3．再発防⽌策

再発防⽌策

 荷下ろし作業はベビーホイストを使⽤し、⼿摺り位置が分かる地上の
作業者が操作する

 作業前に⼿摺りの接触に備え確実な養⽣を設置する

 天候不良時は作業を中断し、安全が確認できるまで作業を⾏わない

 荷下ろし時に、吊荷下部への⽴ち⼊り禁⽌

 フック及び外れ⽌めが確実に掛かってるか確認する

 ⾜場上作業者は安全帯使⽤（墜落制⽌⽤器具）の徹底
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■事故事例2＜事故概要＞︓通信⽤⼆重床取設時にケーブル切断事故

項 ⽬ 内 容

発 ⽣ 状 況 通信⽤⼆重床を新設作業中に梁フレーム材を落下させ、通信⽤ＬＡＮケーブルを切断した

発 ⽣ ⽇ 時 2019年9⽉4⽇（ ⽔ ）

⼯ 事 概 要 機械室模様替⼯事

当 社 の 関 わ り 設計・⼯事監理

被 災 状 況 通信⽤ＬＡＮケーブル切断
（撤去予定の端末のため、既に取外され未使⽤、通信障害無し）
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1. 事故発⽣状況 7

ＬＡＮケーブル
損傷個所

梁フレーム

LANケーブル
損傷箇所

梁フレームをベースに乗せた状態

梁落下によるＬＡＮケーブル損傷
（養⽣⽤クッションカバーを取付けた状態）

梁落下によるＬＡＮケーブル損傷



2．発⽣原因と問題点

主な問題点

 梁フレーム取付作業が80％程度進んでおり、本⽇中に固定作業を終了させ
たいと作業員の個⼈判断で次⼯程の梁フレームをベース上に置いてしまった

 職⻑はフレームの据付け、ボルト配置、仮固定作業開始を⾒届けた後に不在
であったため運搬作業を⽌められなかった

 ＫＹ活動で既存ケーブルに関する注意指⽰をされたにもかかわらず、危険な
作業を⾏った

 危険箇所のケーブル養⽣を軟弱なクッションカバーで⾏ってしまった
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 通信⼆重床の梁フレームの固定作業中に、資材運搬の作業者が次⼯程の
ために、梁フレームをベース上へ仮置きした状態で、その場を離れてしまった

事象発⽣原因



3．再発防⽌策

再発防⽌策

 現場代理⼈・職⻑及び全作業員は通信⼆重床組⽴・搬⼊の作業⼿順を
確認し遵守する

 現場代理⼈・職⻑は当⽇作業の進捗管理を⾏い、作業員へ指⽰する

 指⽰者（職⻑）不在時は作業を中⽌する

危険箇所のケーブル養⽣は強固なもので保護して、トラテープにより注意
喚起する
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■事故事例3＜事故概要＞︓壁撤去時の振動によるエレベータ停⽌トラブル

項 ⽬ 内 容

発 ⽣ 状 況 地下１階のエレベータシャフト近傍（裏側）の既存トイレのコンクリートブロック壁撤去時の振
動により、地震感知器（Ｐ波センサー）が作動し、エレベータを停⽌させた

発 ⽣ ⽇ 時 2020年1⽉11⽇（ ⼟ ）

⼯ 事 概 要 トイレ化模様替⼯事

当 社 の 関 わ り 設計・⼯事監理

被 災 状 況 エレベータ⾃動停⽌、３分後⾃動復旧
エレベータ停⽌時に利⽤者無し
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1.事故発⽣状況 11

地下1階平面図（作業ｴﾘｱ）

ｴﾚﾍﾞｰﾀｰ停止（2基）

地震感知器P波ｾﾝｻｰ

ｺﾝｸﾘｰﾄﾌﾞﾛｯｸ撤去状況

▼B1F  FL

ｴﾚﾍﾞｰﾀｰｼｬﾌﾄ内P波ｾﾝｻｰ位置

地震感知器P波ｾﾝｻｰ

●P波ｾﾝｻｰ位置
廊下側壁～250
地下１階 FL～500

500

250



２．発⽣原因と問題点

事象発⽣原因

 地下階に地震感知器（Ｐ波センサ－）設置されてることを知らなかったため

コンクリートブロック撤去時の振動対策を⾏わなかった

主な問題点

地震感知器（Ｐ波センサ－）について認識不⾜であった

コンクリートブロック撤去の振動により地震感知器（Ｐ波センサ－）が

作動する認識が無かった

エレベータの使⽤停⽌について、⼊居者へ事前連絡を⾏わなかった
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3．再発防⽌策

再発防⽌策

 エレベータシャフト近傍で振動を発⽣させる作業を⾏う場合は

・エレベータ業者と地震感知器が設置されてる場所を確認する

・解体作業等の振動によって地震感知器への影響の有無を協議する

・感知するおそれがある場合は、事前にエレベータを停⽌してから作業する

・エレベータを停⽌する場合は、建物管理者と協議する
（⼊居者に⽀障が無い⽇程で調整する）
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■事故事例4＜事故概要＞︓荷下ろし作業中のユニック⾞横転事故

項 ⽬ 内 容

発 ⽣ 状 況 ２ｔユニック⾞を使⽤し、ドライエリア内へ資材（マンホール⾦物︓７３０ｋｇ）を
荷下ろししていたところ、バランスを崩し横転した

発 ⽣ ⽇ 時 2019年12⽉13⽇（ ⾦ ）

⼯ 事 概 要 ENG更改⼯事

当 社 の 関 わ り 設計・⼯事監理

被 災 状 況 ドライエリア笠⽊⾦物損傷（塗装剥がれ）
ドライエリア内床コンクリ－ト損傷（軽度）
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1. 事故発⽣状況 15

北⾯⽴⾯図

地上部ﾕﾆｯｸ⾞横転状況

※作業半径3,500の最⼤制限荷重750kg（今回吊荷荷重約730kg)

横転時ドライエリア内の状況

配置図



２．発⽣原因と問題点

事象発⽣原因

 吊荷総荷重（730ｋｇ）に対し２ｔユニック⾞の最⼤作業半径の
３．５ｍを超えてブームを倒したため、⾞両に過負荷が掛かり転倒した

主な問題点

現場代理⼈は作業前に吊荷荷重とﾕﾆｯｸの能⼒（作業半径と最⼤制限荷重）
の検討を⾏わなかった

オペレータ－は２ｔユニック⾞の能⼒（作業半径と最⼤制限荷重）を把握
してなかった

荷下ろし場所からの⼈⼒での運搬距離を短くしようとした。

地盤⾯下への楊重作業に安全装置が付いて無いユニック⾞を使⽤した

16



3．再発防⽌策

再発防⽌策

 代理⼈とオペレ－タ－はﾕﾆｯｸの能⼒(作業半径と最⼤制限荷重）を把握し
安全な吊荷の荷重と荷下ろし場所を決定する

 吊荷荷重が制限荷重と作業半径を超える場合は吊荷を分割し作業する

 地盤⾯下への荷下ろし作業は、安全装置付きのユニック⾞を使⽤する。
（ユニック⾞は地盤⾯下への楊重作業には使⽤しない）

※積載型トラッククレーン運転及び⽟掛作業の資格

17

◇移動式クレーン運転者
・吊上げ能⼒ ５ｔ以上 － 免許取得者

１ｔ以上５ｔ未満 － 技能講習修了者
１ｔ未満 － 特別講習修了者

◇⽟掛け
・吊上げ能⼒ １ｔ以上 － 技能講習修了者

１ｔ未満 － 特別講習修了者



4．転倒事故を防⽌するポイント

 アウトリガ－は最⼤に張り出す

 アウトリガ－の設置地盤は養⽣する

 作業は空⾞時定格総荷重に基づいて⾏う
（定格総荷重︓フック等の⾦物+吊荷荷重）

 旋回時には作業領域に注意する

 積み荷を降ろす時は⾞体の安定度に注意する

18
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県　　道

高崎富岡線

スロープ

地下油槽

鉄柵
砂利敷き

電力マンホール

舗床１

側溝

築庭１ ｆ＋ｇ

舗床３

築庭２

ｂ

ａ

ａ

築庭１

ｆ＋ｇ

築庭１

築庭１

ｆ＋ｇ

ｅ
ｄ

ｅ

ｅ

築庭１

車止め

ホワイトライン

舗床２

舗床２

電力マンホール

鉄柵

門扉２

鉄柵

電力用マンホール

配管及びケーブル埋設表示

鉄柵

コンクリートブロック塀

公衆電話ＢＯＸ

ｆ＋ｇ

ｆ＋ｇ

基礎残地

コンクリート舗装

耐震トレンチ

伸縮門扉

伸縮門扉

送受信所用建物

浄化槽
埋置

地下油槽
埋置

Ｎ

2ｔユニック車
敷地狭隘のため2ｔ指定

資材荷卸し場所

窓ガラス破損個所

有料パーキング
５台

ユニック車後輪浮き上がり

窓ガラス破損個所

１階窓ガラス部の資材接触状態 窓ガラス破損個所

5．過去の事故事例 19



■事故事例5＜事故概要＞︓床スラブ内埋設配管の損傷事故

項 ⽬ 内 容

発 ⽣ 状 況 床開⼝新設のため、床コンクリートスラブを斫り作業中に埋設配管を損傷した

発 ⽣ ⽇ 時 2020年3⽉7⽇（ ⼟ ）

⼯ 事 概 要 ⽔防対策⼯事

当 社 の 関 わ り 設計・⼯事監理

被 災 状 況
とう道内ポンプ⽤電源線の切断
地下ケーブル⽤乾燥空気供給装置の電源断
（５時間３０分後仮復旧、通信障害無し）
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1. 事故発⽣状況 21

ハンドブレーカの
打撃により損傷

配管損傷個所

図面を切取り貼付け



2．発⽣原因と問題点

主な問題点

 壁際１００ｍｍ以内は探査不明確であることは認識していたが、探査結果
の現場のマーキングから埋設配管は無いと判断してしまった
（壁際５０ｍｍの位置に鉄筋のマーキング表⽰）

 作業員へ探査不明確な範囲（壁際１００ｍｍ以内）であること及び
その範囲の作業⽅法について具体的に指⽰をせずに斫らせた

 作業員は開⼝取設の下部に既存の地中梁が⾒えたのに斫り作業を中⽌せず、
作業を続⾏した
（地中梁は新設マンホールの⽀障となり開⼝位置の再検討が必要であった）

22

 埋設物レーダー探査を実施していたが、探査不可領域の壁際（⼊隅部）
１００ｍｍの範囲の床コンクリートを斫ってしまった

事象発⽣原因



3．再発防⽌策

再発防⽌策

 代理⼈は探査の不明確な壁際100㎜以内は探査不可範囲とし、斫り作業を
禁⽌とする

 代理⼈は作業員へ探査不明確な場所（壁際100㎜以内）があることを明確
に可視化して説明する

 代理⼈は作業員へ、今回の⼯事⽬的を説明し、障害物など発⾒時は作業を
⼀旦停⽌し報告をさせる
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脚⽴作業禁⽌ 11項⽬ 24



脚⽴作業禁⽌ 11項⽬ 25

【2017年度⼈⾝・⼈為事故撲滅期間の取組み資料抜粋】



26脚⽴作業禁⽌ 11項⽬

【2017年度⼈⾝・⼈為事故撲滅期間の取組み資料抜粋】



27脚⽴作業禁⽌ 11項⽬

【2017年度⼈⾝・⼈為事故撲滅期間の取組み資料抜粋】



⼯事名 ︓ ●●煙突撤去⼯事

■●●ビル資材⾶散

電報配達⾞両の左後部ﾄﾞｱに当たり破損

仮置きﾀﾞｸﾄ材⾶散

撤去対象煙突

⾞両損傷

ﾀﾞｸﾄ仮置き

⽔槽室・電⼒室の既存排気
ﾀﾞｸﾄ(本⼯事にて撤去・新設)

ﾀﾞｸﾄ撤去後

2018年9⽉30⽇ 台⾵24号被害

【最⼤平均⾵速】
17.6m/s（10/1 1:50）

【最⼤瞬間⾵速】
39.3m/s（10/1 1:50）

観測地︓東京

※撤去したダクトを仮置きしている事を失念
ブルーシートをかけ、ラバーコーンを置いた状態で台⾵を迎え、
ダクトが⾶散した

台⾵接近に対する注意喚起-1（撤去材の⾶散） 28



⼯事名 ︓ ●●屋上防⽔改修⼯事 2018年9⽉30⽇ 台⾵24号被害

ガードフェンス設置状況（被災前）

ガードフェンス撤去後（被災後） 撤去後ガードフェンス（被災後）

配置図
ガードフェンス被災箇所

■仮囲い（ガードフェンス）破損

破損したガードフェンスによる⾞両損傷状況

※既存鋼管柵及びフェンスが傷つくため、
バインド線（Ｗ掛け）で結束
強⾵により結束が切れ、ガードフェンス
が⾶散
台⾵21号時を経験しているため、
問題ないと判断していた

【最⼤平均⾵速】
16.4m/s（10/1 0:40）

【最⼤瞬間⾵速】
38.5m/s（10/1 0:40）

観測地︓横浜

台⾵接近に対する注意喚起-2（ガードフェンス⾶散） 29



⼯事名 ︓ ●●外壁改修⼯事
⼯ 期 ︓ 2018年9⽉4⽇

台⾵21被害

台⾵接近に対する注意喚起-3（メッシュシートの⾶散） 30



仮囲い被災箇所

※台⾵対策として仮囲いのシートは、取り外していた

千葉市中央区記録（気象庁）
【最⼤平均⾵速】
35.9m/s（9/9 4:28）

【最⼤瞬間⾵速】
57.5m/s（9/9 4:28）

⼯事名 ︓ ●●⽔防改修⼯事 2019年9⽉8⽇ 台⾵15号被害

被災状況(写真⽅向①) 被災状況(写真⽅向②)

※仮設ハウスの窓ガラスが割れ、⾵にあおられて滑動し、
仮囲い⽀柱を押し倒す形となった

①

②
配置図

台⾵接近に対する注意喚起-4（仮設ハウス活動仮囲い⽀柱の倒れ）31



2018年度台⾵21号、24号、2019年度台⾵15号による被災状況を踏まえ、下記の
項⽬に配慮した点検を実施して下さい。『過去問題なかったから⼤丈夫』でありません。
新たな⽬線で点検願います。
【外部⾜場】
① 防⾳パネルについて、屋上から突出する部分についてすべて外しているか︖
② 養⽣ネット、防⾳シート等は、建枠に⼿繰り寄せて結束しているか︖
・ 三⾓形に寄せることは不可とし、すべて⼿繰り寄せること
・ 防⾳シートについて、⼿繰り寄せられない場合は屋上から突出する部分はすべて外すこと

③ 壁つなぎ（クランプ）に緩みがないか︖
・ 全数を触診で確認する
・ 躯体解体途中で、ひび割れ等により壁つなぎの強度が不安定な場合は、単管により壁つなぎを

確保する、または防⾳シートを全て外すこと
④ ⾜場板、幅⽊は結束されているか︖

【その他】
① 現場事務所、仮設トイレ等の倒壊防⽌、滑動防⽌措置はできているか︖
② 資材等の⾶散防⽌（結束）は、できているか︖
・ 屋外、屋上に設置されている仮設設備・カラーコーン・仮配線等に対する安全確認及び強⾵対策
・ 外部資材置き場（材料・撤去物等）の⾶散防⽌措置
・ 既存フェンス等に養⽣シート等を設置している場合の⾶散防⽌措置

③ 開⼝部（配管孔等）の養⽣はできているか︖
④ 仮⽌め部材に対する処置はできているか︖
・太陽光パネル、ケーブルラック蓋、ピット上部チェッカープレート 等

⑤ 扉の施錠忘れ（フランス落とし）はないか︖

台⾵接近に対する注意喚起-5（重点点検項⽬） 32


